
学校・警察児童生徒安全だより№９ 令和元年10月29日

福島県警察本部
～性犯罪、声かけ事案等の認知状況（令和元年９月）～ 少 年 課

１ 性犯罪等の認知状況

※ その他～痴漢、盗撮、つきまとい等

２ 声かけ事案の発生状況

３ 学校関係者、保護者の皆様へ

性犯罪の地域別発生状況
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◎時間帯別 ◇13:00～17:00 85件（69.1％） 声かけ事案の被害者数別を見ると
◇ 6:00～11:00 20件（16.3％） 【約８割が１人でいるとき】
◇17:00～19:00 15件（12.2％）に発生しています。
◇19:00～23:00 ３件（ 2.4％） 登下校の際は

◎場 所 別 ◇路上・公園 109件（88.6％） 【できるだけ複数で行動する】
◇車内・屋内 ４件（ 3.3％）よう指導して下さい。
◇その他 10件（ 8.1％） 声かけ事案を発生させない!!

◎被害者別 ◇小学生 78件（63.4％）
◇中学生 32件（26.0％）
◇高校生 11件（ 8.9％）
◇未就学児 ２件（ 1.6％）

◎被害者数別◇１人 102件 (82.9％）
◇２人 11件（ 8.9％）
◇３人以上 10件（ 8.1％）
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お おおごえを出す

す すぐ逃げる

し 知らせる

スマートフォンは、電話機能の他にＳＮＳのメッセージ交換や、ゲーム・音楽・

動画を楽しむこともできる便利な機器ですが、何かをしながらスマートフォンを使

用する「ながらスマホ」は、人と接触して負傷させるなど、他人に迷惑をかけるば

かりで無く、車道に気づかずに飛び出したり、段差から転落するなど、自分自身の

命も危機にさらす大変危険な行為です。

日暮れが早くなり、1人で帰るのが寂しいのか、暗がりの中でも

イヤホンを付けて、音楽等を聴きながら通行する学生等を見かけ

ることが少なくありません。

強制わいせつ等の性犯罪は、後方から抱きつかれて被害に遭う

ことが多いので、イヤホンを使用したり、スマートフォンに夢中

になっていると、周囲への注意が払われず、何者かが後方から近

付いたとしても気づきにくく、大変危険です。

スマートフォンは立ち止まって安全な場所で使い、帰宅する時

は、周囲に注意をしながら、寄り道せずに帰るよう指導願います。

R1.9 H30.9 増減件数 増減率
38 32 6 18.8%
241 247 -6 -2.4%

声掛け事案 123 108 15 13.9%
その他 118 139 -21 -15.1%

279 279 0 0.0%合計

性犯罪
前兆事案


